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１．特 長 

１．正弦波駆動を採用 
モーターの制御技術に正弦波駆動を採用しましたので、モーターの低振動・低騒音駆動が実現し、

ＤＣブラシレスモーターとの組合せで、従来と比べよりいっそうの静音化を図ることができました。 

２．各種オートロックの制御回路を内蔵 
自動ドア・コントロールボックス『ＨＭ－１５Ｋ３』に、簡易ロック『ＫＬ－１１Ｒ』と

オートロック『ＤＬ－４１・５１ＵＮ／Ｌ』及びプーリーロック『ＰＬ－１１』の制御回路を

標準装備しましたので、マイクロコンピューターがドア位置と連動して各ロックの制御を

行い、確実に全閉位置で施錠いたします。 

３．ドア吊元が標準芯 

簡易ロック及びプーリーロック使用時の吊元芯は、ドア左右端から標準１００mm 芯です。

従来のオートロックのように、吊元芯に注意を払う必要がありません。 

４．最小ドア幅４５０mm 
引分け時は４５０mm、片引き時は５５０mmのドア幅まで、スムーズな開閉動作をお約束します。 

５．簡単配線 
各種オートロック使用時のセンサー信号配線がシンプルで、配線作業が非常に簡単です。 

６．豊富な機種 
簡易ロックは１００mm 見込内蔵式ＥＢ、後付式ＢＣやフラットバー式ＦＣのほか、
従来のオートロックでは装着できなかった機種にも組込みが可能です。 

１．７０mm 見込の内蔵式ＮＢと後付式ＮＣにも簡易ロック組込み可能です。 

２．後付１００mm 角シリーズの下車式ＢＤと上吊式ＢＥにも、組込み可能です。 

３．レール一体型無目の交換用エンジンＣＦにも組込み可能です。 

７．完全互換 
簡易ロック制御回路を標準内蔵したＨＭ－１５Ｋ３は、旧タイプのＨＭ－１５Ｎ、１５Ｋ、

１５ＫⅡと完全互換です。 

８．更に使いやすく 
微速距離ボリュームでブレーキ開始位置を変更して、微速距離を調整できます。また、

ドアの開閉動作を行うことができる｢テスト｣押釦スイッチ（白）も内蔵していますので、

ホールドタイマーや開閉速度などの設定状態も簡単に確認できます。 

警告 

● 簡易ロックは、プライバシー保護用として不用意にドアが手動で開放されないようにした

補助的な装置ですので、防犯を目的とする場合には、シャッターや機械錠と併用して

お使いください。 

● 簡易ロック設置後の防犯上の効力や結果に対し、一切の責任は負いかねますのでご了承ください。 

    ● 万が一発生した盗難・災害・事故・人身被害および機器のご使用方法の誤り、改造による

不具合や故障・保守点検の不備、天災地変・注意事項に反した取り扱いなどによって生じた故障に

ついては保証できませんので、あらかじめご了承の程お願い申し上げます。 
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２．仕 様－１ ＳＨ－０９（ＴＦ・ＴＣ・ＫＦ・ＫＣ）ＨＭ－１５Ｋ３タイプ 

タ イ プ ＳＨ－０９（ＴＦ・ＴＣ・ＫＦ・ＫＣ） 

電 源 ＡＣ１００±１０％ ３Ａ ５０／６０Ｈｚ 

内 蔵 式 ＮＢベース 

後 付 式 ＮＣベース 

障 害 物 検 出 機 能 障害物検出リターン（全速区間）・障害物検出ストップ（微速区間） 

開 速 度 速い（５００ｍｍ／秒）・遅い（４００ｍｍ／秒）ディップスイッチで選択 

閉 速 度 閉１００～５００ｍｍ／秒 無段階調整 

微 速 速 度 遅い（３５ｍｍ／秒）・速い（６０ｍｍ／秒）ディップスイッチで選択 

ブ レ ー キ 調 整 ドア重量に合わせて自動調整されます 

微 速 距 離 調 整 ブレーキ開始位置を戸当りから２５～３５５ｍｍ手前まで無段階調整 

ホールドタイマー ０～１０秒   無段階調整 

開 口 調 整 機 能 オプション（外部取付） 無段階調整 

停 電 時 手動開閉可能 ３０Ｎ (３ｋｇｆ) 

消 費 電 力 
開閉時：２０Ｗ 
停止時：１７.５Ｗ（ロック有） 

５Ｗ（ロック無） 

最 大 出 力 １０Ｗ 

絶 縁 抵 抗 ＤＣ５００Ｖ １００ＭΩ 

絶 縁 耐 圧 ＡＣ１０００Ｖ（５０Ｈｚ） １分間 

使 用 環 境 温度０～４０℃ 湿度２５～７５％ 結露がないこと 

駆 動 方 式 タイミングベルト 

ド ア 重 量 片引７０ｋｇ・引分４０ｋｇ×２以下 

最大ドアストローク １０ｍ 

最 小 ド ア 幅 各機種技術資料ご参照 

簡 易 ロ ッ ク 

プ ー リ ー ロ ッ ク 

オ ー ト ロ ッ ク 

電   源 ＤＣ１７.５Ｖ ０.５Ａ 

消 費 電 力 ４.５Ｗ 

ドア阻止力 
ＫＬ－１１Ｒ  ３５０Ｎ(３５ｋｇｆ)以上 
ＰＬ－１１ＵＮ ４００Ｎ(４０ｋｇｆ)以上 

 

 

ド ア 吊 元 寸 法 

 

オートロック：ＤＬ－

５１ＵＮ／Ｌ組込みの

場合は、機種によって

吊元寸法が異なり

ますので、詳しくは

右記参照ください。 

 

●各適用機種の左勝手・右勝手・引分ともに同寸法です。 

オートロック：ＤＬ－５１ＵＮ／Ｌを取付けしない場合は、１００ｍｍが

標準です。ＰＬ－１１も同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

製品改良のため本仕様ならびに装備は予告なく変更することがあります。

ＤＬ－５１ＵＮ/Ｌの場合 

(Ａ)：吊元寸法 

230：ＮＢ・ＮＣ 
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仕 様－２ ＳＨ－１５（ＴＦ・ＴＣ・ＫＦ・ＫＣ）ＨＭ－１５Ｋ３タイプ 

タ イ プ ＳＨ－１５（ＴＦ・ＴＣ・ＫＦ・ＫＣ） 

電 源 ＡＣ１００±１０％ ３Ａ ５０／６０Ｈｚ 

内 蔵 式 ＥＢベース、ＢＡベース、ＣＦベース 

後 付 式 ＢＣベース、ＢＥベース、ＢＤベース 

二 重 引 戸 式 ＣＮ 

フラットバータイプ ＦＣレール 

障 害 物 検 出 機 能 障害物検出リターン（全速区間）・障害物検出ストップ（微速区間） 

開 速 度 速い（５００ｍｍ／秒）・遅い（４００ｍｍ／秒）ディップスイッチで選択 

閉 速 度 閉１００～５００ｍｍ／秒 無段階調整 

微 速 速 度 遅い（３５ｍｍ／秒）・速い（６０ｍｍ／秒）ディップスイッチで選択 

ブ レ ー キ 調 整 ドア重量に合わせて自動調整されます 

微 速 距 離 調 整 ブレーキ開始位置を戸当りから２５～３５５ｍｍ手前まで無段階調

ホールドタイマー ０～１０秒   無段階調整 

開 口 調 整 機 能 オプション（外部取付） 無段階調整 

停 電 時 手動開閉可能 ３０Ｎ (３ｋｇｆ) 

消 費 電 力 
開閉時：２５Ｗ 
停止時：１５Ｗ（ロック有） 
     ５Ｗ（ロック無） 

最 大 出 力 ２０Ｗ 

絶 縁 抵 抗 ＤＣ５００Ｖ １００ＭΩ 

絶 縁 耐 圧 ＡＣ１０００Ｖ（５０Ｈｚ） １分間 

使 用 環 境 温度０～４０℃ 湿度２５～７５％ 結露がないこと 

駆 動 方 式 タイミングベルト 

ド ア 重 量 片引１００ｋｇ・引分７５ｋｇ×２以下 

最大ドアストローク １０ｍ 

最 小 ド ア 幅 各機種技術資料ご参照 

簡 易 ロ ッ ク 

プ ー リ ー ロ ッ ク 

オ ー ト ロ ッ ク 

電   源 ＤＣ１７.５Ｖ ０.５Ａ 

消 費 電 力 ４.５Ｗ 

ドア阻止力 
ＫＬ－１１Ｒ  ３５０Ｎ(３５ｋｇｆ)以上 
ＰＬ－１１ＵＮ ４００Ｎ(４０ｋｇｆ)以上 

ド ア 吊 元 寸 法 

 

オートロック：ＤＬ

－４１ＵＮ／Ｌ組込み

の場合は、機種によ

って吊元寸法が異

なりますので、詳

しくは右記参照く

ださい。 

●各適用機種の左勝手・右勝手・引分ともに同寸法です。 

オートロック：ＤＬ－４１ＵＮ／Ｌを取付けしない場合は、１００ｍｍが

標準です。ＰＬ－１１ＵＮも同様です 

 

。 

 

 

 

 

 

製品改良のため本仕様ならびに装備は予告なく変更することがあります｡ 

ＤＬ－４１ＵＮ/Ｌの場合 
(Ａ)：吊元寸法 
160：BC･DC･CC･BG･CN･BW 
170：BA･BB･EB･HB･FC･FD 
200：DR 片引･BE（UN のみ） 
130：DR 引分 
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３．配線図 
１．システム配線接続例 
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２．電源スイッチと電源コード接続例 
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４．Ａコネクター端子台の入出力機能 

 

 

 

 

 

 

 

１．  ２次電源出力 
● 無目付センサーやドアサイドビームからの電源リード線を１□Ｗ・２端子に結線してください。 
● センサー類に電源ＡＣ１００Ｖ(０．５Ａ)を供給します。 

２．  検知スイッチ入力 
● 無目付センサーやテンキースイッチ等、検知スイッチからの接点出力リード線を４○＋・１３

○－端子に結線してください。 
● 検知スイッチからＯＮ信号が入力されるとドアが開閉動作します。 
● また、簡易ロック搭載時は、検知スイッチからＯＮ信号が入力されると自動的に解錠

したのちドアが開閉動作します。 

３．  ドアサイドビーム入力 
● ドアサイドビームからの接点出力リード線を１２○＋・１３○－端子に結線してください。 
● ドアが開閉動作途中のみドアサイドビームからのＯＮ信号を受付け、開放動作を

継続します。 
● ドア位置が全閉時は、ドアサイドビームからＯＮ信号が入ってもドアは開放動作をしません。 

４．  ブレークアウエイスイッチ (入力端子) 
● 操作スイッチからのリード線を３○＋・１３○－端子に結線してください。 

● 電源モニターランプが消灯し、ドアの手動開閉が可能ですが、コントロールボックス

への電源が遮断されている訳ではありません。 

● 当スイッチからのＯＮ信号が継続している間はモーターが停止し、簡昜ロックも解錠

しますのでドアはフリー状態となります。 

● モーターは電源から切りはなされていますが、マイクロコンピューターは通電状態で

ドア位置を常に監視していますので、当スイッチからの信号がＯＦＦになると、ドアは

学習動作を行う事なく通常開閉動作で始動します。 

2
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５．  開口調整 Ｗ (入力端子) 
● １ＫΩ外部ボリューム(無償オプション)からのリード線を５・１４端子に結線してください。 
● ボリュームを時計方向に回していただきますとドア開口幅が広くなります。 
● 閉じ動作途中からの反転開放時でも停止位置は一定になります。 

６．  強制解錠入力 
● 操作スイッチやタイムスイッチの接点出力からのリード線を１５○＋・１３○－端子に

結線してください。 
● タイムスイッチなどからのＯＮ信号が継続している間、簡昜ロックは解錠します。 
● ただし当スイッチからのＯＮ信号ではドアの開放動作は行われません。 
● タイムスイッチなどからの信号がＯＦＦ時、簡昜ロックは全閉位置で施錠します。 
● ドアの開放動作を行うには、検知スイッチか外部センサーをＯＮさせてください。 
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５．ＨＭ－１５Ｋ３コントロールボックス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ＨＭ－１５Ｋ３コントロールボックス機能説明 

１．ホールド Ｈ（ホールドタイマー） 
● ドアの開放時間を０～１０秒まで設定するボリュームです。開放時間はブレーキ終了後に、

検知スイッチがＯＦＦとなってからドアが閉じ始めるまでの時間です。 
● 時計回り方向で長くなります。 

２．閉速度 ＣＳ（クローズスピード） 
● ドアの閉速度ＣＳを１００～５００ｍｍ／秒まで設定するボリュームです。 
● 出荷時のボリューム位置は２００ｍｍ／秒に設定されております。 
● 時計回り方向で速くなります。 
● クローザーモード時は１００～３００ｍｍ／秒まで設定できます。 

３．微速距離 ＳＤ（セカンドディスタンス） 
● ブレーキ位置を遅らせ、微速距離を短く設定するボリュームです。 
● ブレーキ開始位置を戸当りから２５～３５５ｍｍ手前まで無段階調整可能です。 
● 時計回り方向で微速距離が長くなります。 
 

 

 

 

 

 

推 奨 閉 じ 速 度 範 囲 推奨閉じ速度超過範囲（使用時ご注意）

最低速度 

約１００mm／秒 
推奨速度上限 

約２５０mm／秒

約３００～３５０

mm／秒 
最大速度 

約５００mm／秒

   

７時の位置 １１時の位置 １時の位置 ５時の位置 
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４．開方向 Ｄ（オープニングディレクション） 
● 内観(エンジン取付け側)から見たドアの引込方向を設定するスライドスイッチです。 
● 電源を入れたまま当スイッチを操作しても切り変わりませんので、「開方向」

スイッチＤ操作後は電源を入れ直してください。 
 

５．テスト ＴＢ（テストボタン） 
● ドアを開閉動作させる押しボタンスイッチです。 
● センサーをＯＮさせることなく、各機能の設定状態を確認できます。 

６．Ａコネクター（１８極オス） 
● １５Ｋ用Ａコネクター（１８極メス）を接続してください。 

７．Ｄコネクター (８極オス) 

● モーターＳＨ－０９／１５（ＴＦ・ＴＣ・ＫＦ・ＫＣ）のコネクター（８極メス）を

接続してください。 

８．Ｆコネクター (４極オス) 

● 簡昜ロック（ＫＬ型）あるいはオートロック（ＤＬ・ＰＬ型）のコネクター

（４極メス）を接続してください。 

９．ディップスイッチ 
● 次項のディップスイッチ機能説明をご参照ください。 
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２．ディップスイッチ機能説明 

 

 

 

 

 

① 開速度 
● ドアの開き速度を設定できます。 

上(標準) 速：５００mm／秒です。（クローザーモード時３５０ｍｍ／秒） 
下  遅：４００mm／秒です。（クローザーモード時２００ｍｍ／秒） 

② 機能２ 

● 開きまたは閉じブレーキ動作終了位置から、戸当りまでの微速区間のスピードを設定します。 
上(標準) 遅：３５mm／秒です。 
下  速：６０mm／秒です。 

● 設定された閉速度で閉じ動作中、ドアが障害物へ当った時に反転する感度を設定します。 
上(標準) 高：ドア速度が、設定された閉速度の８５％以下に低下すると反転します。 
下    低：ドア速度が、設定された閉速度の６０％以下に低下すると反転します。 

③ 入力切替（未搭載） 
● 当入力切替機能は、現在未搭載機能となっています。 
● Ａコネクター端子台へ、追加予定の全開優先機能を当ディップスイッチ３の設定で、

外部センサー機能に切替えが可能になる予定です。 
上(標準) 開：全開優先     
下  閉：外部センサー  

       １. 全開優先入力（ディップスイッチ 3 をＯＮ  出荷時設定） 
● 操作スイッチからＯＮ信号が入力されると、開口調整ボリュームで設定された開口幅に

影響受けることなくドアが全開動作します。 
● 操作スイッチＯＦＦ後、設定されたホールドタイマー経過後に閉じ動作します。 

       ２. 外部センサー入力（ディップスイッチ 3 をＯＦＦ  ） 
● 簡易ロックＫＬ－１１ＲやオートロックＤＬ－４１ＵＮ／Ｌ、プーリーロックＰＬ－１１を

使用するときの外部センサー入力として使用します。 
● 前述４.６強制解錠入力のＯＮ信号で各オートロックが解錠すると共に、全閉時に当入力

端子が有効となり、外部センサーからＯＮ信号が入力されるとドアが開放動作しますので、

外部から通行可能になります。 
● 各オートロックが施錠時には、全閉時に外部センサーからＯＮ信号が入力されても

開閉動作を行わなくなり、外部から通行できなくなります。ただし、全閉位置以外の開閉

動作途中では外部センサーからのＯＮ信号を受付けますので、開放動作を行います。

【自動扉モードに設定されている時】

【クローザーモードに設定されている時】

3

3
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④機能１ 

● 全閉しているドアを手動で２cm 以上開放時、自動的に開き動作を行うか、あるいは閉じ

動作を行うかを設定できます。 
上    閉：各種ロック使用時設定。全閉時に、手で開こうとしても閉じ動作をします。 
下(標準) 開：全閉時に２cm 開くとドアは自動開閉動作をします。 

● 全閉しているドアを閉じ方向にモーターで押付けるか否かを設定できます。 
上(標準)      有：押付有 
下       無：押付無し 

⑤ モード切替え 
● 自動扉モードとクローザーモードを切替えます。 
上(標準) 自動扉 ：自動扉モードになります。 
下 クローザー：クローザーモードになります。 

⑥ 初回動作 
● 電源投入した直後に、ドアが開き動作するのか、閉じ動作するのかを設定できます。 
上(標準)     開：開き動作を行います。 
下     閉：閉じ動作を行います。特定郵便局の「ＰＯＡ」使用時に設定

してください。 
⑦ 停電時解錠型／停電時施錠型 設定 

● オートロック（ＤＬ型）には停電時解錠型と停電時施錠型があります。いずれを

使用するかによって設定します。 
尚、簡易ロック（ＫＬ型）・プーリーロック（ＰＬ型）には停電時施錠タイプを

準備していませんので、「施錠」側には設定しないでください。 
上(標準)   解錠：停電時解錠型ロック使用時に設定してください。 
下    施錠：停電時施錠型ロック使用時に設定してください。 

注：当機能は従来型オートロックＤＬ－３２Ｒ／３１Ｌには無関係です。ＤＬ－３２Ｒ／

３１Ｌ（停電時解錠・施錠型）組込時のディップスイッチは、上（（標準）解錠）

設定で出荷いたします。 

⑧ ロック（ＫＬタイプ／ＤＬタイプ 設定） 
● Ｆコネクターに接続するロックが簡易ロック（ＫＬ型）かオートロック（ＤＬ・ 
ＰＬ型）かによって設定します。 
上(標準) ＤＬ型：Ｆコネクターにオートロック（ＤＬ・ＰＬ型）を接続時設定。 
下  ＫＬ型：Ｆコネクターに簡易ロックＫＬ－１１Ｒを接続時設定。 

注：当機能は従来型オートロックＤＬ－３２Ｒ／３１Ｌには無関係ですが、ＤＬ－

３２Ｒ／３１Ｌ組込時のディップスイッチは、上（ＤＬ型）設定で出荷いたします。 

【自動扉モードに設定されている時】

【クローザーモードに設定されている時】
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６. ＳＨ－０９／１５(ＴＦ･ＴＣ･ＫＦ･ＫＣ)モーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．Ｄコネクター(８極メス) 
● モーターの接続コネクターです。 
● コントロールボックスＨＭ－１５Ｋ３のＤコネクター(オス側)に接続してください。 

２．Ｆコネクター(４極メス) 
● 簡昜オートロックの接続コネクターです。 
● コントロールボックスＨＭ－１５Ｋ３のＦコネクター(オス側)に接続してください。 
● ドア全閉時に自動で施錠いたします。 
● 検知スイッチがＯＮすると自動で解錠し、ドアが開閉動作します。 

※．ＳＨ－０９ＴＦ・ＴＣはＳＨ－０９ＫＦ・ＫＣと、また、ＳＨ－１５ＴＦ・ＴＣはＳＨ－１５

ＫＦ・ＫＣと同寸法・同形状ですが、簡易ロックＫＬ－１１Ｒを装備していません。 
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７．電 源 投 入 
 

１．電源を投入する前の設定と確認をお願いいたします。 

１．ＨＭ－１５Ｋ３コントロールボックスの「開方向」Ｄのスライドスイッチを

設定してください。 

電源が入っている状態で「開方向」Ｄのスライドスイッチ及びディップスイッチを

切替えた場合は、危険防止のため勝手は切替わらないようになっています。 

↓ 

一度電源を切って、再度投入し直してください。 

２．「開口調整」Ｗのボリューム〈無償オプション〉を接続される場合は、右(時計

方向)いっぱいに回して、ドアが全開になるようにしてください。 

３．「ホールド」Ｈのボリュームを中間位置にしてください。 

４．手動でドアを全開・全閉側のドアストッパーまで往復させ、ドアがスムーズ

に動くことを確認してください。 

又、ドアストッパーが確実に固定されていることも確認してください。 

固定が不完全な場合はドアの停止位置がずれて、正常な動作をしない可能性が

あります。 

５．端子台に差込まれたリード線が、所定の場所に完全に差込まれていることを

確認してください。 

また、隣の端子台や、ほかのリード線などに接触していないかなども確認して

ください。 

６．メカ部のビス・ボルト、ナット類のゆるみや不具合がないかなども確認して

ください。 
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２．電源投入時の初期動作について。 

１．電源を投入しますとモニターランプＭＬ(白色)が点灯しボリュームが照らされます。 

２．検知スイッチのＯＮ、ＯＦＦに関わらずドアはゆっくりと走行し、全開位置の

確認を行います。 

３．ドア全開時に検知スイッチがＯＦＦになりますと、ホールドタイマー経過後に

ドアは全閉し、ドアストロークを記憶します。 
簡易ロック搭載時は、全閉時施錠状態になります。 
開閉時のブレーキ位置はマイコンが自動設定します。 

４．「テスト」ＴＢのボタンスイッチを押すと、ドアが開閉動作します。 

５．ホールド」Ｈ、「閉速度」ＣＳ、「微速距離」ＳＤ、「開口調整」Ｗの調整を行ってください。 
以上で調整終了です。 
なお、ストロークを再設定する場合は、一度電源を切って再度投入し直してください。 

６．次回の電源投入時も、低速走行で全開位置を確認する初期動作を行ったのち、

通常動作を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●電源投入時の動作図例 
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８．簡易ロック使用時センサー配線例 

例１．外部センサーをタイムスイッチで制御、内部センサー常時有効 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
【タイムスイッチ接点出力が OFF 時】 

● 簡易ロックはドアが全閉時、自動的に施錠します。 
● 全閉時は外部センサー、ドアサイドビームいずれの信号が入っても、ドアは開閉

動作を行いません。 
● しかし内部センサーからのＯＮ信号では、ドアは開閉動作を行います。 
● 但し、ドアが閉じ動作中はドアサイドビームのＯＮ信号でも、ドアは開き動作を行い

ます。 

【タイムスイッチ接点出力が ON 時】 
● 簡易ロックは、解錠状態になります。 
● 内部・外部センサーいずれのＯＮ信号でも、ドアは開閉動作を行います。 
● 全閉時はドアサイドビームの信号が入っても、ドアは開閉動作を行いません。 
● 但し、ドアが閉じ動作中はドアサイドビームのＯＮ信号でも、ドアは開き動作を行い

ます。 
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例２．内部、外部センサーをタイムスイッチで同時制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タイムスイッチ接点出力がＯＦＦ時】 
● 簡易ロックはドアが全閉時、自動的に施錠します。 
● 全閉時は内部・外部センサー、ドアサイドビームいずれのＯＮ信号が入っても、

ドアは開閉動作しない為、内外からの通行ができなくなります。 

【タイムスイッチ接点出力が OＮ時】 
● 簡易ロックは、解錠状態になります。 
● 内部・外部センサーいずれのＯＮ信号でも、ドアは開閉動作を行います。 
● 全閉時はドアサイドビームの信号が入っても、ドアは開閉動作を行いません。 
● 但し、ドアが閉じ動作中はドアサイドビームのＯＮ信号でも、ドアは開き動作を行い

ます。 
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例３．外部テンキースイッチ・内部センサー・インターホン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 簡易ロックはドアが全閉時、自動的に施錠します。 
● 全閉時に外部テンキースイッチ、内部センサー、内部インターホンいずれの信号が入っ

ても、解錠したのちドアは開閉動作を行います。 
● しかし、ドアサイドビームのＯＮ信号では開閉動作を行いません。 
● 但し、ドアが閉じ動作中はドアサイドビームからのＯＮ信号でもドアは開き動作を行い

ます。 
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例４．外部テンキースイッチ、内部センサー常時有効・外部センサーをタイムスイッチで制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タイムスイッチ接点出力が OＦＦ時】 
● 簡易ロックはドアが全閉時、自動的に施錠します。 
● 全閉時に外部センサー、ドアサイドビームいずれのＯＮ信号が入っても、ドアは開閉

動作を行いません。 
● しかし、外部テンキースイッチ、内部センサーいずれかのＯＮ信号で、解錠したのち

ドアは開閉動作を行います。 
● 但し、ドアが閉じ動作中はドアサイドビームいずれのＯＮ信号でも、ドアは開き動作を

行います。 

【タイムスイッチ接点出力が OＮ時】 
● 簡易ロックは、解錠状態になります。 
● 外部テンキースイッチ、内部・外部センサーいずれのＯＮ信号でも、ドアは開閉動作を

行います。 
● 全閉時はドアサイドビームの信号が入っても、ドアは開閉動作を行いません。 
● 但し、ドアが閉じ動作中はドアサイドビームのＯＮ信号でも、ドアは開き動作を行います。 
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例５．スライドクローザーモード『手開き２cm』機能 使用例１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タイムスイッチ接点出力がＯＦＦ時】 
● 簡易ロックはドアが全閉時、自動的に施錠します。 
● 全閉時にドアサイドビームの OＮ信号が入っても、ドアは開閉動作を行いません。 
● 全閉時、ドアは開閉動作出来ない為、内外からの通行ができなくなります。 

【タイムスイッチ接点出力が OＮ時】 
● 簡易ロックは解錠状態になります。 
● 全閉時に『手開き２cm』機能でドアの開閉動作を行うことが可能です。 
● 全閉時にドアサイドビームの OＮ信号が入っても、ドアは開閉動作を行いません。 
● 但し、ドアが閉じ動作中はドアサイドビームの OＮ信号で、ドアは開き動作を行い

ます。 

 

 

 



 20 

例６．スライドクローザーモード『手開き２cm』機能 応用例２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タイムスイッチ接点出力がＯＦＦ時】 
● 簡易ロックはドアが全閉時、自動的に施錠します。 
● 全閉時に内外センサー、ドアサイドビームいずれのＯＮ信号が入っても、ドアは開閉

動作を行いません。 
● 全閉時、ドアは開閉動作出来ない為、内外からの通行ができなくなります。 

【タイムスイッチ接点出力が OＮ時】 
● 簡易ロックは解錠状態になります。 
● 全閉時に『手開き２cm』機能でドアの開閉動作を行うことが可能です。 
● 全閉時に内外センサー、ドアサイドビームいずれのＯＮ信号が入っても、ドアは開閉

動作を行いません。 
● 但し、ドアが閉じ動作中は内外センサー、ドアサイドビームいずれのＯＮ信号でも、

ドアは開き動作を行います。 
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例７．スライドクローザーモードで複数のドアを一斉解錠および一斉開放 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一斉解錠リレーがＯＦＦ時】 
● 簡易ロックはドアが全閉時、自動的に施錠します。 
● 外部カードスイッチ、一斉開操作リレー、火報リレーいずれかのＯＮ信号で、解錠

したのちドアは開閉動作を行います。 
● 全閉時にドアサイドビームのＯＮ信号が入っても、ドアは開閉動作を行いません。 
● 但し、ドアが閉じ動作中はドアサイドビームのＯＮ信号でドアは開き動作を行います。 

【一斉解錠リレーがＯＮ時】 

● 簡易ロックは解錠状態になります。 
● 全閉時に『２cm 手開き』機能でドアの開閉動作を行うことが可能です。 
● 外部カードスイッチ、一斉開操作リレー、火報リレーいずれのＯＮ信号でも、ドアは

開閉動作を行います。 
● ドアが閉じ動作中はドアサイドビームのＯＮ信号でドアは開き動作を行います。 
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例８．内部、外部センサーをタイムスイッチ２台で時間差制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【開店営業時】 

● タイムスイッチ１、２は共にＯＮとなるようにタイマー設定してください。 
● 簡易ロックは、解錠状態になります。 
● 内部・外部センサーいずれのＯＮ信号でも、ドアは開閉動作を行います。 

【閉店時】 
● タイムスイッチ１をＯＦＦとなるようにタイマー設定してください。タイムスイッチ

２はＯＮを継続させてください。 
● 簡易ロックはドアが全閉時、自動的に施錠します。 
● 全閉時に外部センサー、ドアサイドビームいずれのＯＮ信号が入っても、ドアは開閉

動作を行いません。 
● しかし、内部センサーのＯＮ信号で、解錠したのちドアは開閉動作を行います。 
● 但し、ドアが閉じ動作中はドアサイドビームのＯＮ信号でドアは開き動作を行います。 

【閉店３０分後】 
● タイムスイッチ２もＯＦＦとなるようにタイマー設定してください。 
● 簡易ロックはドアが全閉時、自動的に施錠します。 
● 全閉時は内部・外部センサー、ドアサイドビームいずれの OＮ信号が入っても、

ドアは開閉動作しない為、内外からの通行ができなくなります。 
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９．技術資料 
ＤＬ－３２Ｒ／３１Ｌオートロック接続の場合について 

１．オートロックＤＬ－３２組込みの場合、全閉状態で電源を投入しますと、ドアは施錠状態に

なっているにも関わらず、ドアはストローク確認のために自動的に開こうとしますが

開動作を行うことができませんので、タイマーやスピードなど各部の調整確認が

できなくなってしまいます。 

この様な状態にならないようにするためには、一度解錠状態にして調整しなければ

なりませんので、オートロック本体側の「強制解錠コネクター」＜桃色・標準装備＞の

端末を結線したままの状態で出荷させていただきます。 

なお、万が一、強制解錠コネクターの端末が結線されていない場合でも、検知スイッチを

ＯＮにしていただければ、ドアは開きますので調整は可能です。 

２．調整完了後は端末の結線部を外され、設置先に仕様に合わせたオートロックの接続を

行ってください。 

３．調整完了後、電源を再び投入された場合は、オートロックにより施錠されたまま

ですので、ストローク確認動作はできませんが（コントロールボックス側での動作上の

問題はありません）、検知スイッチをＯＮにしますとオートロックは解錠され、ドアは

低速で開いて全開後高速動作で閉じます。 

その後の開閉動作は通常と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートロック：ＤＬ－３１・３２につきましては、ソリックニュース２０１４年

１２月５日にご案内いたしました通り、廃番となりました。後継機種として、

簡易ロック：ＫＬ－１１Ｒ、オートロック：ＤＬ－４１ＵＮ／Ｌ、プーリーロック：

ＰＬ－１１に移行しております。 
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４．ＫＬ－１１Ｒ・ＤＬ４１ＵＮ／Ｌ・Ｌ－１１接続の場合について 
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１０．ＤＣブラシレスモーター用 

コントロールボックス機能比較表 

 

番号 機 能 説 明 
コントロールボックス型式名 

ＨＭ‐１５Ｋ３ ＨＭ‐２３ＫⅡ ＨＭ‐１５ＫⅡ ＨＭ‐０６ＫⅡ

１ ホールドタイマー調整 ドア開放時間の調整 無段階調整 無段階調整 無段階調整 無段階調整 

２ 微速調整 ブレーキ後の速度調整 二段切替 無段階調整 二段切替 
固定 

（約３５ｍｍ／秒）

３ 閉速度調整 閉鎖速度の調整 無段階調整 無段階調整 無段階調整 二段切替 

４ 開速度調整 開放速度の調整 二段切替 無段階調整 
固定 

（約５００ｍｍ／秒)

固定 

（約５００ｍｍ／秒）

５ 開口調整 半開ストローク調整 外部取付可 

内蔵 

（外部取付

可） 

外部取付可 外部取付可 

６ 勝手切替え ドアの開閉方向設定 内蔵 内蔵 内蔵 内蔵 

７ ブレーキ強度調整 ブレーキの強さ調整 自動調整 無段階調整 自動調整 自動調整 

８ 微速距離調整 ブレーキ開始位置の調整 無段階調整 自動調整 無段階調整 二段切替 

９ 
テスト押ボタン 

スイッチ 
ドアの開閉操作用 内蔵 内蔵 内蔵 内蔵 

１０ 
全閉時ドアサイドビーム

の無効 
全閉時にはドアサイドビーム

がＯＮしても開放しません。
内蔵 内蔵 内蔵 内蔵 

１１ 
バッテリーバックアップ 

ＢＵ－２１ 

停電時バッテリーによるドア

の開閉動作が可能です。 

オプション 

BU-11 使用不可
オプション オプション オプション 

１２ 半開ラチェット 
半開ストロークで半開・全

閉の交互動作が行えます。
なし 内蔵 なし なし 

１３ 全開優先スイッチ入力 
半開ストロークに開口調

整されていても全開します。
内蔵 内蔵 なし なし 

１４ 全開ラチェット 
開口調整に関係なく全開・全

閉の交互動作が行えます。
なし 内蔵 なし なし 

１５ 
（開・停・閉） 
３点動作１釦式 

ＯＮ信号が入力されるごと

に、開放→停止→閉鎖→開放

の開閉動作を繰り返します。

なし 内蔵 なし なし 

１６ 
（開・停・閉） 
３点動作３釦式 

３個の押し釦スイッチそれぞ

れに開放・閉鎖・停止の動作機

能が割り付けられています。 
なし 内蔵 なし なし 

１７ 全閉出力信号回路 全閉時 a 接点のＯＮ出力 なし 未対応 なし なし 

１８ 全開出力信号回路 全開時 a 接点のＯＮ出力 なし 未対応 なし なし 

１９ 
ブレークアウェイ  
スイッチ入力回路 

ＯＮ入力にて全機能を停

止します。 
内蔵 オプション 内蔵 なし 

２０ 障害物検出ターン 
閉鎖動作中に、障害物検出

時は開放動作を行います。
内蔵 内蔵 内蔵 内蔵 

２１ 
オートロック制御回路 

(ＤＬ・ＰＬ型） 

オートロックを施錠・解錠

します。 
内蔵 内蔵 内蔵 内蔵 

２２ 
簡易ロックＫＬ－１１

Ｒ(ＳＨ－１５ＫＦ） 
ＳＨ－１５ＫＦの使用 未対応 未対応 未対応 未対応 
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１１．ご使用上の注意事項 お施主様にもご説明お願いいたします。 

１．各部調整の際には、危険防止のためドアが全閉または全開停止中に操作してください。 

２．ドア動作中に電源をＯＦＦにすると危険ですので、電源スイッチＯＦＦは全閉状態時に

行ってください。 

３．ドアに鍵をかける場合は必ず電源スイッチをＯＦＦにしてください。 

４. 下部ガイドレールに小石やゴミが詰まっていますと、走行の障害や故障の原因となります

ので適宜清掃をお願いしてください。 

５. ＰＬ法（製造物責任法）の施行にともない、不慮の事故が発生した場合には重大な

過失責任を問われる可能性がありますので、ドアサイドビーム・ＳＫ－３１（補助センサー）を

自動ドアにお取付けする事を実施してください。 

また、ドアの閉じ速度は、安全の為やや遅い設定（約２５０ｍｍ/秒）にされることを

実施してください。 

６. 安全対策のためドアなどに注意シール、戸袋注意シールを貼ってください。 

７. 日常のお手入れについて電源スイッチをＯＦＦにしてから行ってください。 

① センサー検出範囲内に物が置かれていませんか。 

下部ガイドレールに異物がはさまっていませんか。 

電源スイッチをＯＦＦにして取除いてください。 

② センサー、補助センサーの表面は汚れていませんか。 

自動ドアのステッカー、注意シールはよく見えますか。 

マットスイッチの場合、マットの下に異物が入っていませんか。 

電源スイッチをＯＦＦにして清掃してください。 

（シンナーなど溶解性のあるものや、ブラシなどキズの付きやすい用具でのお手入れは避けてください。） 

③ タッチスイッチの場合、電池の寿命は大丈夫ですか。 

電源スイッチをＯＦＦにして乾電池を交換してください。 

④ 異常音が出たり、異常な動作が出ていませんか。 

装置の内部から、あるいはサッシとの擦れ音ですか。 

ドアが閉じ終わる前にいったん減速し、ゆっくりと閉じ終わりますか。 

ドアが開き終わる前にいったん減速し、ゆっくりと開き終わりますか。 

故障かな？と思ったら。 

          施工業者にご連絡・ご相談ください。 

 


